
５年ぶりに中心商店街を会場に実施された「北見ぼんちまつり」（７/19・20）では、
各種イベントに老若男女が参加したり、見物したりし、賑わいを見せました
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８
月
７
日
に
、
運
輸
車
輌
・
建
設
業
部

会
、
８
日
に
は
、
商
業
・
理
財
部
会
、
工

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
の
各
合
同
部
会
が

当
所
の
令
和
６
年
度
事
業
計
画
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
「
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」、「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
を
テ
ー
マ
に
、
北
海

道
商
工
会
議
所
連
合
会
政
策
企
画
部
調
査

情
報
担
当
次
長
の
北
口
将
史
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
ホ
テ
ル
黒
部
、
北
見
経
済
セ
ン

タ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
ま
し
た
。

　

北
口
次
長
は
、
Ｇ
Ｘ
（
化
石
燃
料
か
ら

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
）
に
つ

い
て
、
全
道
的
な
動
き
、
北
海
道
・
北
見

の
メ
リ
ッ
ト
、
国
の
支
援
策
な
ど
の
説
明

と
と
も
に
、「
小
さ
な
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
」
と
、
①
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
見
え
る
化
、
②
自
社
の
利
益
向
上
も

期
待
さ
れ
る
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
を
助
言

し
ま
し
た
。

　

①
で
は
日
本
商
工
会
議
所
の
「
二
酸
化

炭
素
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
の
活
用
、
②
の

対
象
と
し
て
、
室
内
環
境
、
営
業
車
輌
、

設
備
更
新
（
使
え
る
補
助
金
の
確
認
）
を

あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
は
、
企

業
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、「
発
注
者
」

の
立
場
で
自
社
の
取
引
方
針
（
共
存
共
栄
、

し
わ
寄
せ
防
止
）
を
示
す
も
の
で
、 

適
正

な
取
引
を
尊
重
す
る
機
運
が
醸
成
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

　

同
宣
言
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

で
の
成
長
と
分
配
の
好
循
環
を
目
指
し
、

「
未
来
を
拓
く
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
推

進
会
議
」（
経
団
連
会
長
、
日
商
会
頭
、
連

合
会
長
、
関
係
大
臣
）
に
よ
り
、
令
和
２

年
に
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
口
次
長
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
同
宣
言
の
策
定
・
登
録
方
法
（
専
用

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）、宣
言
の
メ
リ
ッ
ト
（
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
一
部
の
補
助
金
の
加
点

等
）、
北
見
市
内
の
宣
言
企
業
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

同
宣
言
（
文
）
は
、
専
用
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
ひ
な
形
を

自
社
の
取
り
組
み
内
容
に
あ
わ
せ
て
加
筆
・

修
正
、
そ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す

る
と
、
登
録
・
公
表
さ
れ
ま
す
。

　10月１日から道内の最低賃
金（時給）が現在の960円から
50円増の1,010円となる見通し
です。北海道地方最低賃金審
議会が８月７日、北海道労働
局長に対して同額を答申した
もので、異議申し立ての受け
付けなどを経て適用されます。
　最低賃金には「地域別最低
賃金」と「特定（産業別）最
低賃金」の2種類があり地域別

最低賃金の額は毎年10月に見
直されています。
　地域別最低賃金は、事業場
で働くすべての労働者と、そ
の使用者に適用されます。
　使用者は、最低賃金の適用
を受ける労働者に対し、最低
賃金額以上の賃金を支払わな
ければならず、最低賃金への
対応に向けて準備を進めるこ
とになります。

道内の最低賃金（時給） 10月1日から50円増の1,010円の見通し

部会の開催状況
「ＧＸ」「パートナーシップ構築宣言」

をテーマに３合同部会を実施

サービス業部会・工業部会の合同部会
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令
和
６
年
度
第
Ⅰ
四
半
期
の
景
気
動
向

調
査
（
７
月
）
に
付
帯
し
て
実
施
し
た
２

０
２
４
年
度
の
「
賃
金
改
定
に
関
す
る
調

査
」（
回
答
１
１
２
社
）
で
は
、「
業
績
が

好
調
・
改
善
の
た
め
賃
上
げ
を
実
施
（
予

定
を
含
む
）」
と
す
る
企
業
は
24
社
（
21
・

４ 

％
）、「
業
績
の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
が

賃
上
げ
を
実
施
（
同
）」
と
す
る
企
業
は
50

社
（
44
・
６
％
）
で
、
合
わ
せ
て
予
定
を

含
め
賃
上
げ
企
業
は
66
・
0
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

全
国
を
対
象
と
し
た
日
本
商
工
会
議
所
・

東
京
商
工
会
議
所
の
同
時
期
・
同
様
の
調

査（「
賃
上
げ
を
実
施（
同
）」企
業
74
・
３
％
）

よ
り
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

賃
上
げ
実
施
（
同
）
と
す
る
企
業
を
業

種
別
に
み
る
と
、
建
設
業
82
・
８
％
、
製

造
業
70
・
８
％
、
サ
ー
ビ
ス
業
66
・
６
％
、

卸
売
業
61
・
９
％
、
小
売
業
46
・
２
％
の
順
。

　

賃
上
げ
を
実
施
（
同
）
と
し
た
企
業
の

う
ち
、「
業
績
が
好
調
・
改
善
の
た
め
」（「
前

向
き
な
賃
上
げ
」)

は
32
・
４
％
に
と
ど
ま

り
、
残
る
7
割
近
く
は
「
業
績
の
改
善
が

見
ら
れ
な
い
」
中
で
の
対
応
（「
防
衛
的
賃

上
げ
」）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

業
種
別
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
「
前
向

き
な
賃
上
げ
」
50
・
０
％
、
建
設
業
は
「
防

衛
的
な
賃
上
げ
」
75
・
０
％
と
差
が
あ
り

ま
し
た
。

　

賃
上
げ
を
実
施
（
同
）
し
た
企
業
の
賃

上
げ
率
は
、「
５
％
以
上
」
20
社
（
27
・
０
％
）、

「
４
％
以
上
５
％
未
満
」
19
社
（
25
・
７
％
）、

「
３
％
以
上
４
％
未
満
」
17
社
（
23
・
０
％
）、

「
２
％
以
上
３
％
未
満
」
10
社
（
13
・
５
％
）、

「
１
％
以
上
２
％
未
満
」
８
社
（
10
・
８
％
）。

賃
上
げ
し
た
企
業
の
加
重
平
均
賃
上
げ
率

は
3
・
81
％
。

　

２
０
２
４
年
度
の
賞
与
・
一
時
金
に

つ
い
て
、「
昨
年
度
並
み
に
支
給
」
54
社

（
48
・
２
％
）、「
現
時
点
で
は
未
定
」
17
社

（
15
・
２
％
）、「
昨
年
度
を
上
回
る
水
準
で

支
給
」
16
社
（
14
・
３
％
）、「
支
給
す
る
が
、

水
準
は
未
定
」
12
社
（
10
・
７
％
）、「
支

給
し
な
い
」
８
社
（
７
・
１
％
）、「
昨
年

度
を
下
回
る
水
準
で
支
給
」
５
社
（
４
・

５
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

景
気
動
向
調
査
結
果
を
含
め
、
詳
細
に

つ
い
て
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

（
担
当　

瀧
口 

花
帆
）

■令和６年度第Ⅰ四半期の景気動向調査結果
　［７月、市内５業種150社、調査方法インターネット（Google 
forms）・FAX、回答率76.7％］
　業況（４～６月）は、前年と比べて「好転企業」22.6％、「悪化企業」
42.6％、「好転」から「悪化」を差し引いたＤ・Ⅰ値（景気動向指数）は
△20.0。このＤ・Ⅰ値は前年同期と比べ23.8ポイントの大幅な悪化。前
期と比べても2.4ポイント悪化しています。
　業種別の業況Ｄ・Ⅰ値は、サービス業13.4、小売業△7.7、建設業△
17.2、製造業△29.2、卸売業△52.4と、サービス業だけがプラス。前年
同期と比べ、全業種が悪化。その数値は建設業△1.2、小売業△22.0、
サービス業△24.1、製造業△34.0、卸売業△43.3ポイントとなっていま
す。
　全業種の来期（７～９月）の見通しは、「好転企業」20.9％、「悪化
企業」30.4％でＤ・Ｉ値は△9.5。前年同期と比べ10.4ポイント悪化して
います。
　経営上の問題点（全業種）は、①「諸経費増」②「人材不足」③「人
件費増」④「得意先減少」⑤「同業者間の競争」の順。前回調査から
②③が入れ替わりとなりました。
　業界の具体的な問題点として、「特に30代の技術者不足が深刻」
（建設業）、「住宅価格高騰による新築住宅減少」（卸売業）、「主要
取引先（官公庁）の予算減少に伴う売上減」（小売業）、「新紙幣対応
によるコスト発生」（同）、「最低賃金のさらなる上昇と社会保険適用
拡大による異常な人件費高騰」（サービス業）、「北見へのインバウン
ドがない」（同）などの記載がありました。 （担当　瀧口 花帆）

業況の景気動向指数 前年同期、前期と比べ「悪化」
業種別ではサービス業だけプラス

令
和
６
年
度
賃
上
げ
実
施（
予
定
）
企
業
66
％

全
国
平
均
（
74
・
３
％
）
下
回
る　
建
設
業
は
82
・
８
％

各種調査 結 果
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第
71
回
北
見
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
が
７
月
19
、

20
の
両
日
、
５
年
ぶ
り
に
中
心
商
店
街
を

会
場
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
各
イ
ベ
ン
ト
会
場
が
賑
わ
い
を
見

せ
、
来
場
者
数
は
12
万
人
程
度
（
推
計
）

に
上
り
ま
し
た
。

　

約
40
店
が
軒
を
連
ね
た
「
素
人
縁
日
」

（
19
、
20
日
）
と
「
こ
ど
も
縁
日
」（
20
日
）

に
は
親
子
連
れ
や
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め

大
勢
の
市
民
が
訪
れ
、
野
外
で
の
飲
食
や

遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

「
舞
踊
パ
レ
ー
ド
」（
19
日
）
に
は
26
団

体
１
８
０
０
人
、「
屯
田
大
綱
引
」（
同
）

に
は
２
０
０
人
が
参
加
。
サ
ン
バ
北
見
ば

や
し
、
太
鼓
の
音
が
響
く
中
、
踊
り
の
輪

と
１
本
の
大
綱
を
引
く
若
人
が
ま
つ
り

ム
ー
ド
を
一
気
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

「
サ
ン
バ
北
見
ば
や
し
こ
ど
も
カ
ー
ニ
バ

ル
（
子
ど
も
サ
ン
バ
）」（
20
日
）
に
は
６

団
体
２
５
０
人
、「
正
調
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊

り
」（
20
日
）
に
は
正
調
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊

り
普
及
振
興
会
（
高
知
市
）、
北
見
正
調
よ

さ
こ
い
振
興
会
の
会
員
ら
約
30
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

中
央
公
園
を
会
場
と
し
た
「
ぼ
ん
ち
ガ
ー

デ
ン
」（
20
日
）
で
は
、
特
産
の
タ
マ
ネ
ギ

を
使
っ
た
料
理
を
競
う
「
た
ま
ね
ぎ
グ
ラ

ン
プ
リ
」（
20
日
）
を
初
開
催
。
飲
食
店

14
店
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
レ
ー
、
サ
ラ
ダ
、

ラ
ー
メ
ン
、
揚
げ
物
な
ど
を
売
り
込
み
ま

し
た
。
購
入
者
の
投
票
結
果
に
よ
り
、
小

麦
の
奴
隷
（
美
幌
）
の
「
ザ
ッ
ク
ザ
ク
北

見
産
た
ま
ね
ぎ
入
り
チ
ー
ズ
カ
レ
ー
パ
ン
」

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
12
の
ダ
ン
ス
教
室
（
５
４

０
人
参
加
）
な
ど
に
よ
る
ダ
ン
ス
・
ス
テ
ー

ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
食
と
ダ
ン
ス
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ぼ
ん
ち
ま
つ
り
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
納
涼
花

火
大
会
（
20
日
）
で
は
、
小
泉
河
川
敷
地

に
集
っ
た
市
民
ら
約
3
万
５
０
０
０
人
が

４
０
０
０
発
の
花
火
に
よ
る
夜
空
を
舞
台

に
し
た
光
と
音
の
シ
ョ
ー
に
酔
い
し
れ
ま

し
た
。

　

北
見
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
河

合
昭
徳
委
員
長
（
当
所
副
会
頭
）
は
、
今

年
の
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
に
対
す
る
支
援
へ
の

お
礼
と
と
も
に
、「
市
民
の
ま
つ
り
と
し
て

よ
り
一
層
盛
大
な
も
の
に
育
て
上
げ
た
く

存
じ
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。 
（
担
当　

武
田 

卓
）

「
納
涼
花
火
大
会
」な
ど
で
盛
り
上
が
る

ぼ
ん
ち
ま
つ
り 

２
日
間
の
来
場
者
数
は
12
万
人

第
71
回
北
見 老若男女がぼんちまつりを満喫しました

「
舞
踊
」「
大
綱
引
」、
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青
年
部
は
、
８
月
の
例
会
と
し
て
、
初

の
「
北
見
大
盆
踊
り
大
会
」
を
9
日
、
中

央
公
園
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
市
内
の
各

種
団
体
の
盆
踊
り
（
大
会
）
も
休
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
復
活
を
市

民
と
の
協
力
に
よ
り
盛
り
上
げ
、「
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
の
一
歩
を
踏
み
出
す
」

例
会
と
し
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

や
ぐ
ら
が
組
ま
れ
、
ち
ょ
う
ち
ん
が
つ

る
さ
れ
た
会
場
で
は
、
午
後
4
時
半
か
ら

子
ど
も
の
部
が
ス
タ
ー
ト
。
あ
い
に
く
の

雨
天
の
中
で
し
た
が
、
浴
衣
姿
な
ど
の
子

ど
も
た
ち
が
親
と
一
緒
に
雨
傘
を
差
し
な

が
ら
や
ぐ
ら
の
周
り
を
歩
き
、
盆
踊
り
の

雰
囲
気
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

弱
く
な
っ
た
雨
脚
の
中
、
午
後
７
時
前

か
ら
の
大
人
の
部
で
は
、
仮
装
・
舞
踊
コ

ン
テ
ス
ト
も
企
画
。
参
加
者
は
雨
傘
を

差
さ
ず
、
思
い
思
い
の
衣
装
で
身
を
包

み
、
盆
踊
り
の
歌
と
和
太
鼓
に
あ
わ
せ
て

踊
り
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の

部
に
２
８
０
人
、
大
人
の
部
に
は
２
５
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

（
担
当　

武
田 

卓
）

　女性会の７月例会は29日、24人の出席

により北見経済センターで開かれました

＝写真＝。

　報告事項に続く講座では、㈲アップ

デートの田村友朗さん（北見）を講師に、

「今のうちに備えておくべき相続対策」

について学びました。

　相続に関しては、平成27年に基礎控除

額が引き下げされ、以降、課税対象者が

増加。今年は生前贈与や相続登記の制度

が変更されました（生前贈与加算の期間

が3年から7年に延長、相続登記の申請義

務化等）。

　相続対策への関

心が高まる中、会

員は、ファイナン

シャルプランナー

の田村さんの助言

に熱心に耳を傾け

ていました。

（担当　池亀 由基）

女性会７月例会  相続対策を学ぶ

仮装が目立った大人の部

雨傘を差しての子どもの部

当所青年部
8月例会として

北見
大盆踊り大会　

子ども・大人の部に
530人参加
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「
北
見
地
区
高
校
生
の
た
め
の
企
業
概
要

説
明
会
」
が
７
月
29
日
、
ホ
テ
ル
黒
部
で

開
か
れ
、
地
元
企
業
が
就
職
先
と
し
て
Ｐ

Ｒ
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

恒
例
の
同
説
明
会
は
、
当
所
と
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
北
海
道
が
主
催
す
る
厚
労
省
北
海

道
労
働
局
委
託
若
年
者
地
域
連
携
事
業
。

　

募
集
企
業
30
社
に
対
し
て
、
当
所
会
員

企
業
を
は
じ
め
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
内
か
ら

46
社
・
団
体
（
前
年
比
5
社
増
）
が
参
加
。

北
見
市
内
な
ど
同
圏
内
6
高
校
か
ら
来
春

就
職
予
定
の
３
年
生
87
人
（
同
４
人
増
）

が
来
場
し
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
に
向
け
た
準
備
期
間
を
経
て
、

求
人
公
開
に
よ
り
、
就
職
活
動
が
本
格
化

す
る
時
期
。

　

参
加
し
た
地
元
企
業
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

資
料
な
ど
を
使
い
な
が
ら
、
自
社
の
概
要

や
募
集
職
種
、
福
利
厚
生
に
つ
い
て
、
特

徴
や
魅
力
を
含
め
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
関
心
が
あ
る
地
元
企
業

の
ブ
ー
ス
を
回
り
、
こ
れ
ら
説
明
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
、
質
問
を
し
た
り
し
、
自
身

が
働
く
姿
を
思
い
描
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

 

（
担
当　

後
藤 

達
哉
）

　

当
所
と
（
独
法
）
工
業
所
有
権
情
報
・

研
修
館
北
海
道
知
財
総
合
支
援
窓
口
の
共

催
に
よ
る
「
知
財
に
関
す
る
個
別
相
談
会
」

（
無
料
）
は
、
９
月
26
日
、
北
見
経
済
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
す
。

　

予
約
・
問
い
合
わ
せ
は
、
当
所
地
域
振

興
部
（
℡
23
―
４
１
１
１
）

恒例となっている高校生のための企業概要説明会

知
財
に
関
す
る
相
談
会

９
月
26
日
、
経
済
セ
ン
タ
ー

　当所中小企業相談所、関連外郭団体の主催・共催

による「やさしい複式簿記講習会」が8月20日から３

日間、北見経済センターで実施されました＝写真＝。

　8月の同講習会と、12月予定の同講習会決算編は、

企業人に必須のスキルである簿記の習得に向けた

恒例の集合指導となっています。

　講師は、長年担当している税理士の江澤昭さん

（税理士法人北海道みらいオホーツク事務所）。受講

者15人は、青色申告会のテキストや江澤さん独自の

板書（会計用語のまとめ）を踏まえた説明、練習問題

により、複式簿記の仕組み、基本用語、経理の必須業

務の仕訳などについて学びました。

　複式簿記の必要性や

メリット、随所での質

問を募りながらの分か

りやすい解説により、

複式簿記の理解を深め

ていました。

（担当　古川 佳佑）

講 習 会　抄 録

昨
年
よ
り
企
業・生
徒
数
増
え
、46
社
、生
徒
87
人
来
場

高
校
生
の
た
め
の
企
業
概
要
説
明
会
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当
所
は
、
各
種
相
談
窓
口
を
設
け
、
市

内
事
業
所
の
経
営
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

専
門
家
に
よ
る
個
別
相
談
窓
口
（
週
１
回
）

の
ほ
か
、
事
業
承
継
相
談
室
（
月
2
回
）、

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
等
個
別
相
談
窓

口
（
月
１
回
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
相
談
も
会
場
は
北
見
経
済
セ

ン
タ
ー
、
無
料
、
要
・
予
約
と
な
っ
て
い

ま
す
。
９
月
中
旬
以
降
の
日
程
は
以
下
の

通
り
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
（
℡
23
―
４
１
１
１
）。

　

個
別
相
談
窓
口
で
は
、
物
価
高
騰
、
コ

ロ
ナ
禍
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
、
働
き
方

改
革
、
対
策
な
ど
、
経
営
環
境
の
変
化
に
よ

る
影
響
を
受
け
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者

を
対
象
と
し
、
こ
れ
ら
へ
の
対
策
・
対
応

な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
員
の
藤
田
貴
史
さ

ん
（
中
小
企
業
診
断
士
・
社
会
保
険
労
務
士
）

が
助
言
し
て
い
ま
す
。

　

〈
日　

程
〉

　

９
月
13
日
・
20
日
・
27
日
、
10
月
4
日
・

11
日
・
18
日
・
25
日
、
11
月
１
日
・
８
日
・

15
日
・
22
日
・
29
日
、
12
月
６
日
・
13
日
・

20
日
、
１
月
10
日
・
17
日
（
以
上
金
曜
日
）

　

随
時
の
事
業
承
継
相
談
（
北
海
道
事
業

承
継
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
北
見
サ
テ
ラ

イ
ト
）
に
加
え
て
、
本
年
度
、
新
設
し
た

事
業
承
継
相
談
室
で
は
、
事
業
承
継
に
つ

い
て
、「
何
か
ら
手
を
付
け
て
い
い
の
か
」

「
承
継
で
き
る
親
族
が
い
な
い
」「
対
象
者

は
い
る
が
進
め
方
は
」「
個
人
事
業
の
場
合

の
手
続
き
は
」
と
い
っ
た
相
談
を
同
北
見

サ
テ
ラ
イ
ト
担
当
職
員
が
受
け
付
け
て
い

ま
す
（
秘
密
厳
守
、
公
平
中
立
）。
相
談
内

容
に
よ
っ
て
事
業
承
継
の
専
門
家
ら
に
も

無
料
で
相
談
が
可
能
で
す
。

　

〈
日　

程
〉

　

９
月
11
日
・
25
日
、
10
月
９
日
・
23
日
、

11
月
６
日
・
27
日
、
12
月
４
日
・
18
日
（
以

上
水
曜
日
）

　

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
令
和
５

年
10
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

「
実
務
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
不
安
が
あ
る
」

「
登
録
の
判
断
を
し
か
ね
て
い
る
」
な
ど
、

悩
み
を
持
つ
中
小
・
小
規
模
事
業
者
（
会
員
、

非
会
員
）
に
対
し
て
、
４
月
に
開
設
し
た

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
等
税
務
個
別
相

談
窓
口
で
は
、
税
理
士
の
佐
藤
史
郎
さ
ん

（
佐
藤
史
郎
税
理
士
事
務
所
所
長
）
が
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

〈
日　

程
〉

　

９
月
18
日
、
10
月
21
日
、
11
月
18
日
、

12
月
16
日
、
令
和
７
年
１
月
15
日

　
　
専
門
家
に
よ
る

　
　
　
　
　
個
別
相
談
窓
口

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
等

　
　
　
税
務
個
別
相
談
窓
口

事
業
承
継
相
談
室

各 種 無 料 個 別 相 談 
事業承継、インボイス、経営環境の変化など、
さまざまな経営に係る各種個別相談（無料）を
ご利用ください。
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「健康経営優良法人2024」認定 会員事業所紹介⑥
初めて認定された㈱システムサプライの門脇 武一社長（75）にお話を伺いました

健康経営委員会設置・認定弾みに組織・個人の健康づくり習慣化へ
　Ｑ：健康経営優良法人の認定以前の社員の健
康にかかわる取り組みを教えてください。
　Ａ：社員の健康は会社の基盤。主体的に実践
してもらえるよう、朝礼ではよく健康・体調管
理を啓蒙しています。これまで残業時間の減少、
育児休業制度、敷地内の禁煙・健診・スタン
ディングワーク（立ってパソコンに向かい仕事
をする）、社員間コミュニケーションの醸成
（清掃作業、環境整備）など、できることから
実施してきました。
 
　Ｑ：健康経営優良法人への申請理由は。
　Ａ：残業ゼロ、健診100％、有給取得率100％
など効果は出ていますが、健康を心がけること
がプライベートレベルまでには至っていないと
感じていました。そこで、昨年、健康経営委員
会を設置し、今年、健康経営の認定を受け、よ
り組織的・計画的に健康づくりの習慣化に向け
て具体的に進めることにしました。
　
　Ｑ：今後、どのようなことを行う予定ですか。　
　Ａ：１年間の計画は、健康経営委員会が中心
に詰めていきます。食・運動・健診・喫煙。筋力
アップなどにエビデンス（根拠）がある大豆につ
いて、関連会社のイソップアグリシステム（以下、

アグリ）の大豆商品を食べてもらい計数化、習慣
化を目指したい。コロナ禍で休止していた全社
員によるスポーツ大会を９月に再開します。
　
　Ｑ：関連会社のアグリでは食を通じた健康づ
くり「医食同源」を推進していますね。
　Ａ：当社では、以前から農業を起点とする医
食同源の考えをシステム化する取り組みを始め、
健康（経営）も含め関連するフォーラムも重ね
ました。アグリでは健康という観点から大豆な
ど農作物の機能性にも着目し、約35㌶の畑で大
豆や小麦などを生産・販売するとともに、さま
ざまな加工品を開発・製造しており、現在も飲
む納豆などを開発中です。　
　Ｑ：健康経営にかかわって、将来像・夢をど
のように描いていますか。
　Ａ：健康（経営）にか
かわる取り組みのプロ
モーター（推奨者）を
担っていきたい。社員に
加え、健康経営を実践・
継続することにより、社
員の家族、知人、地域へ
と広がっていけば素晴ら
しいですね。

㈱システムサプライ  北見市小泉386番地３　 ℡24-2763
［企業概要］端野町出身の門脇現社長がNECに勤務したのち、Ｕターンし、昭和58

年設立。情報システムの企画･設計･開発･販売･運用ソリューション事業のマネジ
メントなどの業務を行っています。従業員は27人。関連会社として農業生産法人㈱
イソップアグリシステム（日本で初めて株式会社による農業生産法人を事業化）、
㈱イソップフーズ、㈱ODC（地域データセンターの事業化）を設立しています。

アクサ生命保険株式会社
旭川支社　北見営業所　
〒���-����　北海道北見市大町��-�　 
TEL ����-��-���� 

「離職率が下がり始めている」「生産性がアップしてきた」。
いま、経営者の皆様のそんな声が増えています。それは
きっと、アクサの健康経営による「やりがい効果」。
心と身体の健康をケアすることはもちろん、ある会社で
は「仕事と治療の両立」や「社内サークル活動」などに取
り組み、夢や生きがい、働きがいといった「社会的健康」
までをサポートしています。
社員一人ひとりがやりがいをもって働ける環境をつくり、
会社全体も元気に変えていくために。アクサ生命がお手
伝いします。
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当
所
の
会
員
事
業
所
の
役
員
、
事
業
主
、

従
業
員
の
た
め
の
「
ミ
ン
ト
共
済
（
生
命

共
済
）」
制
度
は
、
が
ん
や
６
大
生
活
習
慣

病
入
院
一
時
金
特
約
を
備
え
た
団
体
型
定

期
保
険
で
す
。（
入
院
給
付
金
災
害
割
増
特

約
・
が
ん
重
点
保
障
型
生
活
習
慣
病
一
時

金
特
約
付
定
期
保
険
〈
団
体
型
〉）

　

独
自
の
給
付
制
度
（
病
気
入
院
・
事
故

通
院
見
舞
金
、
各
種
祝
金
、
定
期
健
診
等

助
成
金
）
を
付
加
し
、
病
気
や
災
害
に
よ

る
死
亡
か
ら
事
故
に
よ
る
入
院
ま
で
、
業

務
上
・
業
務
外
を
問
わ
ず
24
時
間
保
障
。

毎
年
収
支
計
算
で
剰
余
金
が
出
た
場
合
に

は
配
当
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
80
歳
６

カ
月
ま
で
更
新
（
70
歳
６
カ
月
を
超
え
る

方
は
１
口
限
度
）
で
き
ま
す
。

　

当
所
は
、
会
員
事
業
所
従
業
員
の
勤
労

意
欲
を
高
め
、
人
材
を
確
保
し
て
事
業
の

安
定
成
長
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
特
定

退
職
金
共
済
制
度
」
を
税
務
署
長
の
承
認

を
得
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
必
要
な
従
業
員
の
退
職
金
を
毎
月

計
画
的
に
準
備
、掛
金
（
全
額
事
業
主
負
担
）

は
月
額
１
人
１
０
０
０
円
（
１
口
）
か
ら

３
万
円
（
30
口
）
ま
で
（
１
０
０
０
円
単

位
）、
全
額
を
損
金
（
必
要
経
費
）
に
計
上

で
き
ま
す
。
給
付
金
は
、「
退
職
給
付
金
」、

「
遺
族
給
付
金
」、「
退
職
年
金
」
の
３
種
類

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
規
加
入
事
業
所
の
場
合
、
加
入
時
に

以
前
か
ら
勤
続
し
て
い
る
従
業
員
に
つ
い

て
、
過
去
の
勤
務
期
間
（
10
年
限
度
）
を

通
算
で
き
、
実
際
の
勤
務
期
間
に
応
じ
た

退
職
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

同
共
済
制
度
へ
の
加
入
に
よ
り
退
職
金

制
度
を
整
備
で
き
、
法
律
に
よ
り
求
め
ら

れ
て
い
る
退
職
金
支
払
い
の
た
め
の
保
全

措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

　

「
小
規
模
企
業
共
済
」
は
、
小
規
模
企
業

の
個
人
事
業
主
（
条
件
を
満
た
せ
ば
２
人

ま
で
の
共
同
経
営
者
）、
会
社
等
役
員
が
廃

業
や
退
職
時
な
ど
に
掛
金
に
応
じ
た
共
済

金
を
受
け
取
れ
る
経
営
者
の
た
め
の
退
職

金
制
度
で
す
。

　

掛
金
は
月
額
１
０
０
０
円
か
ら
７
万
円

ま
で
（
５
０
０
円
単
位
）、
全
額
所
得
控
除

の
対
象
（
加
入
後
、
増
・
減
額
、
前
払
い

も
可
能
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

共
済
金
は
一
括
、
分
割
、
両
者
の
併
用

で
の
受
け
取
り
が
可
能
で
、
税
制
の
利
点

も
あ
り
ま
す
。

　

中
小
企
業
が
連
鎖
倒
産
や
経
営
難
に
陥

る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
し
た
「
中

小
企
業
倒
産
防
止
共
済
（
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ

共
済
）
制
度
」
は
、
取
引
先
の
倒
産
で
売

掛
金
債
権
等
が
回
収
困
難
と
な
っ
た
時
、

納
付
掛
金
の
10
倍
の
範
囲
内
（
最
高
８
０

０
０
万
円
）
で
被
害
額
相
当
の
貸
付
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
原
則
無
担
保
・
無
保
証
人
・

無
利
子
。
掛
金
は
月
額
５
０
０
０
円
か
ら

20
万
円
（
５
０
０
０
円
単
位
）、
８
０
０
万

円
ま
で
の
積
み
立
て
、
損
金
（
必
要
経
費
）

算
入
が
で
き
ま
す
。

　

小
規
模
企
業
共
済
、
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ

共
済
は
、
政
府
が
全
額
出
資
す
る
（
独
）

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が
運
営
し
、
当

所
が
業
務
委
託
団
体
契
約
に
基
づ
き
事
務

手
続
き
を
取
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
所
の
各
種
共
済
制
度
の
詳
細
は
、
当

所
（
℡
23
―
４
１
１
１
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

北辰土建株式会社
取 締 役 会 長　鴨 下 泰 久
代表取締役社長　鴨 下 辰 哉

〒090-0030 北海道北見市北10条東4丁目1番地
TEL(0157)24-8624㈹ FAX（0157）61-2097
http://www.hokushindoken.co.jp
E-mail:hokushin@cocoa.ocn.ne.jp

　
　
当
所
独
自
の
給
付
も

　

 　
　
　
　
ミ
ン
ト
共
済

　
従
業
員
の
退
職
金
制
度
を
確
立  

　
　

 　

 

特
定
退
職
金
共
済

　
経
営
者
の
退
職
金
制
度　

　
　
　
　
小
規
模
企
業
共
済

　
も
し
も
の
時
の
資
金
調
達   　

　
　
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

備
え
て
安
心
、
福
利
厚
生
・ 

リ
ス
ク
対
策
…　

会
員
事
業
所
を
サ
ポ
ー
ト
す
る  

共 

済 

制 

度
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「
第
１
回
北
見
秋
祭
」
が
10
月
11
日
か
ら

3
日
間
、
北
見
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
駐
車
場

を
メ
イ
ン
会
場
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
同
時
期
に
回
を
重
ね
て
い

た
「
き
た
み
菊
ま
つ
り
」「
北
見
オ
ク
ト
ー

バ
ー
フ
ェ
ス
ト
」「
オ
ホ
ー
ツ
ク
北
見
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
統
合
し

た
も
の
で
、
北
見
市
と
北
見
市
観
光
協
会

が
主
催
し
ま
す
。

　

菊
ま
つ
り
は
、
菊
花
を
出
品
し
て
い
た

北
見
菊
花
会
の
解
散
、
来
場
者
の
減
少
な

ど
課
題
を
抱
え
る
中
、
昨
年
（
第
71
回
）

で
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
格
好
。
昨
年
、
4

年
ぶ
り
の
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
（
第

29
回
）
は
初
め
て
屋
外
を
会
場
と
し
2
万

人
が
来
場
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
昨
年
第
8
回
）
は
親
子
連
れ
ら
に

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
マ
ル
シ
ェ
２

０
２
４
」
を
副
題
と
し
、
管
内
の
食
材
・

地
産
地
消
を
テ
ー
マ
に
し
た
フ
ー
ド
メ

ニ
ュ
ー
、
例
年
の
同
フ
ェ
ス
ト
同
様
に
世

界
の
ビ
ー
ル
、
国
内
の
地
ビ
ー
ル
（
約
35

銘
柄
）
を
提
供
。
菊
や
カ
ボ
チ
ャ
の
展
示
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
Ａ
Ｒ
（
拡

張
現
実
）
の
活
用
も
行
う
予
定
。

　

ビ
ー
ル
（
カ
ク
テ
ル
）
チ
ケ
ッ
ト
の
前

売
り
券
は
5
枚
綴
り
２
１
０
０
円
（
当
日

券
は
4
枚
綴
り
１
８
０
０
円
）。

　

詳
し
く
は
同
観
光
協
会
（
℡
32
―
９
９

０
０
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
以
前
に
は
当
所
施
設
が
菊
ま
つ
り
、

　
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
の
会
場
に
も

　

３
つ
の
イ
ベ
ン
ト
の
統
合
に
伴
い
、
名

称
が
消
え
る
菊
ま
つ
り
、
オ
ク
ト
ー
バ
ー

フ
ェ
ス
ト
に
は
、
当
所
も
か
か
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　

菊
ま
つ
り
の
前
身
の
第
１
回
菊
花
展
（
昭

28
）
は
当
所
会
館
（
昭
17
完
成
）
で
実
施
。

提
唱
者
は
、
当
所
初
代
会
頭
で
、
当
時
市

長
の
伊
谷
半
次
郎
氏
。
出
身
地
の
滋
賀
県

の
伝
統
行
事
だ
っ
た
菊
ま
つ
り
を
「
再
現
」

さ
せ
ま
し
た
。
例
年
、
菊
ま
つ
り
菊
花
展

の
入
賞
作
品
に
は
当
所
会
頭
賞
も
名
を
連

ね
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
（
昭
36
完

成
）
の
大
ホ
ー
ル
は
、
平
成
10
年
代
の
数

年
間
、
同
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
の
会

場
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
歴
史
も
あ
る
同
経
済
セ
ン
タ
ー

は
、
来
年
新
施
設
の
完
成
に
よ
り
解
体
さ

れ
ま
す
。 

（
担
当　

後
藤 

達
哉
）

網走営業所・遠軽営業所
紋別営業所・中標津営業所

https://www.ohtsuki-r.co.jp
いい部屋ネット北見店

　当所が運営する「北見ビジ
ネス総合サポートセンター」

（北見経済センター２階、通称・
ビズサポ北見）では、専門コー
ディネーターが創業・開業から
事業の経営に係るさまざまな
課題を抱える中小企業経営者
をワンストップサービスでサ
ポートしています。  
　同サポートセンターには事
業提携先の中小企業基盤整備
機構北海道本部北見オフィス
と 北 海 道 知 的 財 産 情 報 セ ン
ター北見サテライトが同居。 
同オフィスをはじめ、北見工大、
金融機関、税務・法務機関と連
携して相談案件に応じた専門
家の紹介も行っています。
　随時の窓口相談のほか、同オ
フィスとの連携により専門家
個別相談会を毎月第２・４月曜
日（午後１時半～５時）に実施
しています。お気軽にご相談

（無 料、要・予 約）く だ さ い（℡
57- 5677）。　 （担当 竹中 秀之）

ビズサポ北見
創業・開業・経営課題に対応

菊
ま
つ
り
、
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
統
合
し

10
月
11
日
か
ら
3
日
間　
メ
イ
ン
会
場
は
芸
文
ホ
ー
ル
駐
車
場

第
１
回 
北 
見 
秋 

祭 

―
オ
ホ
ー
ツ
ク
マ
ル
シ
ェ
２
０
２
４
―

大ホールでの「オクトーバー
フェスト」、菊まつりの会頭賞
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第
19
回
北
海
道
観
光
マ
ス
タ
ー
検
定
試

験
が
11
月
23
日
（
土
曜
日
、
祝
日
）
に
実

施
さ
れ
ま
す
。
北
海
道
商
工
会
議
所
連
合

会
と
道
内
商
工
会
議
所
の
主
催
。
当
所
も

試
験
会
場
と
な
っ
て
お
り
、
申
し
込
み
を

受
付
中
（
10
月
末
締
め
切
り
）。

　

試
験
は
90
分
50
問
（
選
択
式
）。
出
題
範

囲
は
公
式
テ
キ
ス
ト
（
第
9
版
）
を
も
と

に
一
部
応
用
力
も
問
わ
れ
ま
す
。
当
所
で

も
同
テ
キ
ス
ト
（
２
８
０
０
円
）
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
受
験
料
５
０
０
０
円
。

　

合
格
者
に
は
「
北
海
道
観
光
マ
ス
タ
ー
」

の
称
号
を
付
与
。
ま
た
観
光
の
振
興
に
関

す
る
活
動
を
行
う
「
北
海
道
観
光
マ
ス
タ
ー

の
会
」
に
入
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

（
担
当　

瀧
口 

花
帆
）

　

当
所
で
は
、
会
員
事
業
所
（
約
１
７
０

０
社
）
に
配
布
し
て
い
る
広
報
誌
「
所
報
」

（
年
６
回
）
に
会
員
事
業
所
の
チ
ラ
シ
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
折
り
込
む
「
商
い
情
報
交

流
便
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

１
回
の
折
り
込
み
料
金
は
、
Ｂ
５
・
Ａ

４
判
２
万
２
０
０
０
円
、
Ｂ
４
・
Ａ
３
判

２
つ
折
り
３
万
３
０
０
０
円
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
Ｂ
５
・
Ａ
４
判
10
頁
が
５
万
５
０
０
０

円
。
年
間
契
約
は
10
％
割
引
、
３
回
以
上

は
５
％
割
引
。
チ
ラ
シ
な
ど
の
Ｄ
Ｍ
送
付

と
比
べ
安
い
料
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
当
所
（
℡
23
―
４
１
１
１
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
所
は
、
会
員
事
業
所
限
定
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
会
員
事
業
所
の
Ｈ
Ｐ
紹
介
（
当

所
Ｈ
Ｐ
に
リ
ン
ク
、
約
２
９
０
社
）
と
、

企
業
経
営
の
関
連
制
度
や
補
助
金
情
報
な

ど
、
各
種
情
報
の
メ
ー
ル

配
信
を
無
料
で
行
っ
て
い

ま
す
（
約
３
８
０
社
登

録
）。
会
社
の
Ｐ
Ｒ
や
情

報
収
集
に
お
役
立
て
く
だ

さ
い 

（
担
当 

瀧
口 

花
帆
）

北
海
道
観
光
マ
ス
タ
ー
検
定
試
験
　

11
／
23
　
当
所
が
会
場
・
受
付
中

会
員
事
業
所
限
定 

　
各
種
情
報
メ
ー
ル
配
信

「
商
い
情
報
交
流
便
」
の
ご
利
用
を

チ
ラ
シ
等
を
安
く
会
員
に
発
送

令和６年度各種検定試験 後期日程〈10月～〉

お問い合わせ・申し込みは   北見商工会議所地域振興部（℡23-4111）

《受  験  料》　　　
［珠算］１級2,800円、 準１級2,400円、 ２級2,000円、 準２級1,900円、 ３級1,800円、 準３級1,500円、 ４～６級1,200円、

　　　７～ 10級1,000円、
　　　 段位3,500円（珠算のみ3,000円、暗算のみ1,500円）

［簿記］１級8,800円、２級5,500円、３級3,300円

　リテールマーケティング、カラーコーディネーター、
福祉住環境コーディネーター２・３級、ビジネス実務法
務２・３級、環境社会（eco）、ビジネスマネジャー検定は、
ネット試験となっております。

　詳細は、リテールマーケティング検定はCBTS受験サ
ポートセンター（TEL03-5209-0553）、その他の検定は東
京商工会議所検定センター（TEL050-3150-8559）にお問
い合わせください。

検定名 試験日 受付期間

珠算（暗算、段位） 10月 27日 9月 9日 ～ 9月 26日

７年 2月 9日 12月 16日 ～ 1月 9日

簿記（1～３級） 11月 17日 9月 30日 ～ 10月 21日

　　（2・3級） ７年 2月 23日 1月 6日 ～ 1月 27日

北海道観光マスター 11月 23日 9月 2日 ～ 10月 31日

新入会員紹介 （入会日　令和6・6/20 ～ 8/19）
■ ひとてま （松田恭奈さん、北５条西２丁目16北見じまん村Ａ-1、おに
ぎり・酒類）

■ エネルギーサービス北海道㈱ （荻武士さん、南仲町３丁目7-49、燃
料配送・燃料小売）

■ ㈱タイミー （小川嶺さん、札幌市中央区北２条西３丁目1-15SKIビル
４階、アプリケーションの企画・開発・運営）

■ 蕎麦酒家いわ屋 （岩谷康弘さん、山下町１丁目1-7アクアテラスＣ、
そば酒家）　

■酒は咲く （清水学さん、山下町１丁目１-21、居酒屋）
■ ㈱SSS北海道 （植松幸司さん、中央町2-8、ストレッチ専門スタジオ）

ご入会ありがとうございます
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編
集
後
記

会員増強運動中 !
～非会員に入会をお勧めください～

　皆さんは7月3日から発行された新紙幣を
手に取ってごらんになりましたか？「おも
ちゃみたい！」「中国っっぽい！」「文字が可
愛い！」など、街中の声がTVで取り上げられ
ていましたね。
　新１万円札の肖像に採用された渋沢栄一

とはいったいどんな人物なのか？！現在の王子製紙や
サッポロビールなどにつながる企業の設立にも貢献し、
生涯で設立などに関わった企業は500にも上るといわ
れる実業家。「日本資本主義の父」ともいわれ「民の
繁栄が、国の繁栄につながる」という想いのもと、
1878年には、東京商工会議所を創立し、初代会頭を
務めました。
　東京商工会議所（東商）では、新1万円札の発行を
契機として、東商と渋沢栄一に関するデザインを提供
し、Ｔシャツ等のデザインをすることができるユニクロ
とのコラボ企画や、渋沢栄一の似顔絵デザインをあし
らった東商オリジナルLINEスタンプの販売を開始し
ています。東商HPでは、渋沢栄一特設ページもあり
ますので是非チェックしてみてくださいね。

新1万円札の肖像となった渋沢初代会頭を記念し、
東京商工会議所がさまざまな取り組み

◆６日　 専門家個別経営相談（13日・20日・27日）
◆９日　 第57回北海道・東北商工会議所連絡会

議（帯広市）
◆10日　デジタルツール＆ロボット体験会
◆11日　事業承継相談室（25日）
◆12日　三役会
◆13日　マル経審査会
◆17日　 日商合同委員会・中小企業振興委員連

絡会議、健康診断（18日）
◆18日　 日商合同委員会・第739回常議員会・第

305回議員総会、税務個別相談窓口
◆19日　日商第139回通常会員総会
◆24日　 北見工業大学・帯広商工会議所との懇談
◆25日　 東北海道商工会議所事務局長連絡会議

（根室市）
◆30日　三役会

◆４日　 専門家個別経営相談（11日・18日・25日）
◆９日　事業承継相談室（23日）
◆13日　情報処理技術者試験
◆21日　 管内商工会議所会頭会議（紋別市）、税

務個別相談窓口
◆24日　 2024商工会議所観光推進研修会（登別市）
◆27日　珠算検定

　韓国語教室と韓
国家庭料理専門店
を経営する「アン
ニョンソウル合同
会社」。経営者の金
昞奎（キム ビョン 
キ ュ）さ ん（39）は
平成30年から北見
市内の韓国語スクール講師として韓国から来市。
令和２年３月、同社を立ち上げ独立。日本語は学生
の時から趣味として親しみ、流ちょうに使いこな
す金さん。韓国語教育学修士、国認証韓国語教員資
格を有し、大学専門学校講師など、韓国語教育経歴
は10年。同教室の生徒は小学生から60代まで約40
人。韓国への修学旅行を重ねており、「素晴らしい
北見・道東と韓国の文化・観光を広めたい。今後よ
り交流が深まるよう橋渡し役も務めていきたい」
と話しています。生徒のために振る舞った料理が
評判となり、開店した料理店は土・日営業。料理教
室も企画しています。

北見市桜町2丁目17-1　℡61-0421

　昨年１月に開店した「パーソナルジム　ライフ
ウイズ」。予約制によるパーソナルジムとして、一
人一人の目的や体調を踏まえたトレーニングメ
ニューを提案しています。店主でトレーナーの岩
浅拓海さん（27）は北見出身。４年間の看護師経験
を生かし、健康診断結果を踏まえた助言・食事（栄
養）指導も実施。高校では空手部に所属し、卒業後、
機械を使ったトレーニングを開始。知人にトレー
ニングの助言を請われるようになり、さらにコー
チングを学び、「多くの人
のトレーニングサポート
ができれば」と、以前から
思い描いていたジムの経
営を実現。現会員は高校生
から60代まで定員いっぱ
いの約50人。今後、スタッ
フを採用・育成して数店舗
の経営も視野にしている
ようです。

北見市山下町4丁目4-12ヴィラナリー北見1 103号室　 ℡090-2697-9313

韓国語教室、韓国家庭料理専門店

アンニョンソウル合同会社
個人に合わせたトレーニング、食事（栄養）指導

パーソナルジム ライフウイズ
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